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米
国
で
５
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
の
科
学
コ
ン
テ
ス
ト「
国
際
学

生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
）で
、日
本
か
ら
４
組
５
人
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。日
本
勢
の
４
組
受
賞
は
初
め
て
。こ
の
う
ち
２
組
は
、昨
年
の

第
58
回
日
本
学
生
科
学
賞（
読
売
新
聞
社
主
催
、旭
化
成
協
賛
）の
代
表

と
し
て
出
場
し
た
高
校
生
だ
っ
た
。�（
読
売
新
聞
・
事
業
開
発
部�

横
山�

薫
）

タ
ー
を
設
営
。
夜
は
他
国
の
参
加
者

と
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
交
換
会
。

５
月
11
日　

開
会
式
。
米
国
人
女
性

の
司
会
が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
客
席
に
下

り
て
、
参
加
者
に
質
問
し
て
い
く
な

ど
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
行
わ
れ
る
。

５
月
12
日　

夜
に
、
ク
ラ
ブ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
る
。

５
月
13
日　

４
日
目
に
し
て
や
っ
と

本
番
の
審
査
会
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で

７
時
間
半
の
長
丁
場
。
外
国
人
の
審

査
員
を
相
手
に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。

５
月
14
日　

一
般
公
開
。
米
東
部
の

小
中
学
生
や
現
地
の
住
民
ら
１
万
人

が
、
現
地
在
住
の
日
本
人
通
訳
の
指

導
を
受
け
つ
つ
、
本
番
直
前
ま
で
練

習
に
励
ん
だ
か
い
も
あ
っ
て
、
英
語

力
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
っ
た
。
重

松
さ
ん
は
「
最
初
は
英
語
に
不
安
が

あ
っ
た
が
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
、

頭
で
考
え
た
こ
と
を
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
山
本

さ
ん
は
「
外
国
の
審
査
員
が
自
分
の

研
究
に
共
感
し
て
く
れ
た
時
、
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

た
」
と
喜
ん
だ
。

　

日
本
学
生
科
学
賞
か
ら
２
組
の
入

賞
者
を
出
し
た
こ
と
は
、
同
賞
の
研

究
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
形
と
な
っ
た
。

は
、
重
松
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
チ
ー

ム
だ
っ
た
。
日
本
勢
の
参
加
者
か
ら

湧
き
上
が
る
歓
声
。
こ
こ
か
ら
「
入

賞
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
始
ま
っ
た
。

　

読
売
新
聞
は
今
回
、
昨
年
12
月
の

日
本
学
生
科
学
賞
で
入
賞
し
た
５
組

８
人
の
高
校
生
を
派
遣
し
た
。
彼
ら

が
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
に
参
加
す
る
と
決
ま
っ

た
の
は
今
年
１
月
。
そ
れ
か
ら
約
４

か
月
間
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や
英
語

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
練
習

な
ど
、
準
備
に
追
わ
れ
た
。

現
地
の
日
本
人
通
訳
が 

英
語
指
導

　

最
大
の
課
題
は
英
語
だ
っ
た
。
だ

仙
台
三
高
の
門
口
さ
ん
が 

化
学
部
門
３
等
に

　

日
本
学
生
科
学
賞
の
代
表
出
場
者

で
入
賞
し
た
の
は
、
宮
城
県
仙
台
第

三
高
校
２
年
の
門
口
尚
広
さ
ん
と
、

愛
媛
県
立
長
浜
高
校
２
年
の
重
松
夏

帆
さ
ん
、
同
高
２
年
の
山
本
美
歩
さ

ん
の
チ
ー
ム
の
２
組
計
３
人
。
門
口

さ
ん
は
銅ど

う
は
く箔

の
色
調
の
変
化
に
つ
い

て
研
究
し
、
化
学
部
門
で
３
等
に
輝

い
た
。

長
浜
高
の
重
松
、山
本
さ
ん
が 

動
物
科
学
部
門
４
等
に

　

重
松
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
共
同
研

究
は
、
ア
ニ
メ
映
画
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
ニ
モ
」
で
知
ら
れ
る
カ
ク
レ

ク
マ
ノ
ミ
が
、
毒
針
を
持
つ
ハ
タ
ゴ

以
上
が
見
学
に
訪
れ
る
。
参
加
者
は

自
分
の
研
究
を
説
明
。
日
本
の
女
性

参
加
者
は
浴
衣
を
着
て
、
自
分
の
研

究
を
説
明
す
る
の
が
伝
統
。

５
月
15
日　

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ

れ
で
閉
幕
。

湧
き
上
が
る
歓
声

　
「
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
」
と
い

う
優
秀
賞
は
、
20
部
門
ご
と
に
、
１

～
４
等
と
最
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
、「A

nim
al 

Sciences

（
動
物
科
学
）」
か
ら
の

発
表
。
こ
の
た
め
、
表
彰
式
で
最
初

に
「Japan

」
の
名
が
呼
ば
れ
た
の

学生科学賞と大学入試
　日本学生科学賞の入賞者は、難関大学のAO入試など
で出願資格が得られます。具体的には、大阪大学理学部
や慶應義塾大学総合政策学部、環境情報学部、早稲田大
学基幹理工学部、創造理工学部（経営システム工学科除
く）、先進理工学部などです。また、東京大学理学部は、今
年秋から始める推薦入試で、推薦要件に示した実績例
に、日本学生科学賞の上位入賞を挙げています。

高円宮杯第67回全日本中学校英語弁論大
会、第65回全国小・中学校作文コンクール、

第59回日本学生科学賞の読売教育3賞の地方審査、地方大会が
いよいよ9月から始まります。いずれも、地方での審査、大会を経
て中央審査あるいは決勝大会で年末に上位入賞者が決められ
ます。詳細は以下の通りです。

米開催の国際科学フェアで優秀賞
国際学生科学技術フェア（ISEF）で学生科学賞受賞者2組

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
共
生
で
き
る
仕

組
み
を
調
べ
た
も
の
。
昨
年
の
日
本

学
生
科
学
賞
で
、
最
優
秀
の
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｆ
で
は
、
動
物
科
学
部
門
で
４
等

に
入
っ
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
は
、
米
半
導
体
大
手
イ

ン
テ
ル
が
主
催
し
、
米
国
で
毎
年
開

か
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
米
東
部

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
が
会
場
で
、
世
界
各

国
か
ら
約
１
７
０
０
人
の
学
生
が
参

加
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
日
程
は
５
月
10
～
15
日

の
６
日
間
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
連
日

用
意
さ
れ
、
お
堅
い
科
学
コ
ン
テ
ス

ト
と
は
一
線
を
画
し
、
お
祭
り
騒
ぎ

の
様
相
を
呈
す
る
。

５
月
10
日　

ブ
ー
ス
が
割
り
当
て
ら

れ
、
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
ポ
ス

高円宮杯 第67回 全日本中学校英語弁論大会
国際性豊かな人材の育成を目的にした大会です。 
１位には高円宮杯が贈られます。

【日　　程】	 9月～10月に地方大会、11月25、26日に決勝予選大
会（東京）、11月27日に決勝大会（同）が行われます。

【内　　容】	 論題＝自由、制限時間＝5分、詳細はHPへ
	 http://www.jnsafund.org/
【　		賞		　】	 高円宮杯ほか
【問い合わせ先】		高円宮杯事務局（☎03・3217・8393）

主催：読売新聞社、日本学生協会基金／後援：外務省、NHK／特別協
賛：コカ･コーラ／協賛：日本IBM、三菱商事、ぺんてる、ワールド・ファミ
リー、国際ソロプチミスト東京-東、ECC、ベストワールド

第65回 全国小・中学校作文コンクール
国内の小・中学校と海外の日本人学校の 
児童・生徒を対象に作文を募集します。

【部　　門】	 小学校低学年・同高学年・中学校
【日　　程】	 9月～10月に地方審査、11月～12月に中央審査が行

われます。
【応募規定】	 400字詰め原稿用紙に自筆。テーマ自由、枚数制限

なし。入賞作品の著作権は主催者に帰属します。
【締め切り】	 9月15日（火）必着。作品は返却しません。
【　		賞		　】	 文部科学大臣賞ほか
【応募・問い合わせ先】	 	読売新聞東京本社事業開発部（☎03・
3216・8606）ほか読売新聞本支社、総支局。
HP　http://info.yomiuri.co.jp/event/contest/

主催：読売新聞社／後援：文部科学省ほか／協賛：JR東日本、JR東海、JR
西日本、イーブックイニシアティブジャパン／協力：三菱鉛筆

第59回 日本学生科学賞
中学・高校生を対象にした科学自由研究コンテストで、 
高校の部の上位入賞者は、米国で開かれる 
｢国際学生科学技術フェア｣に派遣されます。

【募集分野】	 物理、化学、生物、地学、広領域、情報技術
【日　　程】	 9月～10月に地方審査、
	 11月～12月に中央審査が行われます。
【　		賞		　】	 内閣総理大臣賞（副賞50万円）ほか
【問い合わせ先】		地方審査の詳細は、HP（http://event.yomiuri.
co.jp/jssa/）の中の「地方審査お問い合わせ先」へ。情報技術分野
は、9月17日～10月9日に事務局（☎03・3216・8606）へ直接応募。

主催：読売新聞社／共催：全日本科学教育振興委員会、科学技術振興機
構／後援：内閣府、文部科学省、環境省、特許庁／協賛：旭化成

参加募集

自分の研究を一般の人に説明する愛媛県立長浜高校２年の重松夏帆さん（左）と山本美歩さん。「一般公開」では、日本の女性出
場者は浴衣を着るのが伝統

世界各国から約1700人が参加
したフェアの審査会の様子

審査会を終え、笑顔を見せる日本学生科学賞代表のISEF参加者



仙
台
二
高

× 

慶
應
大
学
先
端
生
命
科
学
研

ク
マ
ム
シ
に
生
命
の
神
秘
学
ぶ

荒川さん（左から2人目）とともに、顕微鏡で
クマムシを観察する生徒たち

とてもレアなニホントゲクマムシ。仙台二高の
校庭のコケからも見つかった（荒川さん提供）
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電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン

そ
れ
で
も
死
な
な
い

　

７
５
０
ワ
ッ
ト
で
１
分
間
、
チ
ン

―
。
仙
台
二
高
・
生
物
実
験
室
に

持
ち
込
ま
れ
た
電
子
レ
ン
ジ
に
生
徒

た
ち
の
視
線
が
集
ま
っ
た
。
加
熱
さ

れ
て
い
る
の
は
、
荒
川
さ
ん
が
研
究

用
に
飼
育
し
て
い
る
ク
マ
ム
シ
だ
。

　

ク
マ
ム
シ
は
土
や
水
、
コ
ケ
に
住

み
、
体
長
は
０
・
３
ミ
リ
前
後
。
体

内
の
水
分
を
極
限
ま
で
減
ら
し
て

「
乾か

ん

眠み
ん

」
と
い
う
仮
死
状
態
に
な
る

と
、
高
温
や
低
温
、
高
圧
に
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
乾

眠
状
態
で
吸
水
す
る
と
、
短
時
間
で

生
命
活
動
を
再
開
す
る
。「
地
上
最

強
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

　

今
回
の
加
熱
実
験
も
、
電
子
レ
ン

ジ
の
強
い
マ
イ
ク
ロ
波
を
照
射
し

て
、
乾
眠
状
態
の
ク
マ
ム
シ
が
蘇
生

　

真
空
の
宇
宙
で
強
い
放
射
線
に
さ
ら
さ
れ
て
も
死
な
な
い
微
小
動
物
、

ク
マ
ム
シ
。
こ
の
ク
マ
ム
シ
を
使
い
「
生
命
」
に
つ
い
て
考
え
る
出
前
授

業
が
５
月
26
日
、
宮
城
県
仙
台
第
二
高
校
で
行
わ
れ
た
。
講
師
は
、
慶
應

義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
（
山
形
県
鶴
岡
市
）
の
荒
川
和
晴
・
特

任
准
教
授
（
35
）
で
、
同
高
の
生
徒
ら
約
50
人
が
授
業
を
受
け
た
。

す
る
か
を
確
認
す
る
の
が
目
的
だ
。

　

レ
ン
ジ
か
ら
出
し
た
ク
マ
ム
シ
を

水
に
浸
し
て
30
分
。「
も
ぞ
も
ぞ
し

て
動
い
て
い
る
よ
」「
死
ん
で
い
な

い
！
」。
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
た
生
徒

た
ち
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

校
庭
の
コ
ケ
を
探
せ

ク
マ
ム
シ
の
採
取
に
挑
戦

　

生
徒
た
ち
は
ク
マ
ム
シ
採
取
に
も

挑
戦
し
た
。

　

校
舎
の
外
に
出
た
荒
川
さ
ん
が
指

さ
し
た
の
は
緑
色
の
コ
ケ
だ
。

　
「
こ
の
よ
う
な
コ
ケ
に
は
他
の
微

小
動
物
が
い
て
、
ク
マ
ム
シ
は
餌
の

取
り
合
い
で
負
け
て
し
ま
う
。
も
っ

と
過
酷
な
環
境
に
い
る
」

　

ヒ
ン
ト
を
得
た
生
徒
た
ち
は
、

さ
っ
そ
く
茶
色
く
乾
燥
し
た
コ
ケ
を

探
し
は
じ
め
た
。

　

再
び
実
験
室
。
採
取
し
た
コ
ケ
に

究
し
、
生
命
の
定
義
を
探
っ
て
い
る

荒
川
さ
ん
。
生
徒
た
ち
に
は
「
生
命

と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
物
学
研
究
が
様
変
わ

り
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
紹
介
。「
Ｄ

Ｎ
Ａ
解
析
の
速
度
が
飛
躍
的
に
向
上

し
た
こ
と
で
、
飼
育
が
難
し
い
生
物

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
研
究
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
臆

す
る
こ
と
な
く
飛
び
込
も
う
」
と
熱

く
語
り
か
け
た
。

● クマムシのような小さな生命の研究が、火
星への有人探査や惑星間移動などの宇宙開
発につながることを学べた。進路にも生かせ
る素晴らしい経験ができました。
● 顕微鏡の中の世界は、考えていた以上に
不思議であふれていた。目で見えるものだけ
でなく、視点を変えると見えるものに関心を
持っていきたいです。

水
を
加
え
て
顕
微
鏡
で
観
察
し

た
。
小
さ
な
白
い
点
を
見
つ
け
て

は
、「
こ
れ
、
ク
マ
ム
シ
で
し
ょ
う
か
」

と
確
認
す
る
が
、
空
振
り
が
続
く
。

そ
れ
で
も
３
種
類
の
ク
マ
ム
シ
が
見

つ
か
り
、
１
種
類
に
つ
い
て
荒
川
さ

ん
が
「
こ
れ
は
ニ
ホ
ン
ト
ゲ
ク
マ
ム

シ
。
か
な
り
レ
ア
だ
」
と
解
説
す
る

と
、
生
徒
の
顔
に
笑
顔
が
は
じ
け
た
。

第
三
の
生
命
状
態

乾
眠
を
進
化
か
ら
説
明

　

講
義
で
荒
川
さ
ん
は
「
な
ぜ
乾

眠
と
い
う
能
力
を
獲
得
し
た
と
思

う
？
」
と
問
い
か
け
た
。

　

ク
マ
ム
シ
が
出
現
し
た
の
は
、

生
物
が
一
気
に
多
様
化
し
た
カ
ン

ブ
リ
ア
爆
発
よ
り
も
前
の
エ
デ
ィ

ア
カ
ラ
紀
（
６
億
２
０
０
０
万
年

前
～
５
億
４
２
０
０
万
年
前
）
に

遡
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
進
化

を
説
明
し
た
う
え
で
、「
ク
マ
ム
シ

は
他
の
生
物
と
の
競
争
に
勝
て
な

か
っ
た
。
よ
り
過
酷
な
環
境
へ
と

逃
げ
、
備
わ
っ
た
の
が
耐
え
る
力
。

そ
れ
が
乾
眠
で
す
」。

　

生
で
も
死
で
も
な
い
「
第
三
の

生
命
状
態
」
を
分
子
レ
ベ
ル
で
研

※授業には、仙台第一高校と宮城第一高校の２校
も参加した。

生 

徒 

の 

声
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
活
躍
、新
聞
に

　

高
校
の
新
聞
部
員
ら
を
対
象
に
し

た
「
新
聞
制
作
講
習
会
」
が
５
月
30

日
、
奈
良
県
田
原
本
町
の
県
立
教
育

研
究
所
で
開
か
れ
た
。
県
立
西
の
京

や
畝
傍
、
生
駒
な
ど
９
校
か
ら
約
30

人
が
参
加
し
、
模
擬
取
材
や
紙
面
制

作
の
体
験
を
通
じ
て
、
取
材
の
コ
ツ

な
ど
を
学
ん
だ
＝
写
真
＝
。

　

７
、８
月
に
近
畿
２
府
４
県
で
開

か
れ
る
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
の
奈
良
県
実
行
委
員
会
が
、

県
内
で
行
わ
れ
る
６
競
技
に
つ
い

て
、
同
じ
高
校
生
の
手
で
選
手
の
活

躍
を
伝
え
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

　

講
師
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
片
岡
正

人
専
門
委
員
、
本
田
佳
子
記
者
ら
。

講
習
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
取

材
に
内
容
を
絞
り
、
企
画
の
立
て
方

か
ら
取
材
、
執
筆
、
紙
面
制
作
ま

で
、
実
際
の
新
聞
を
作
る
の
と
同
じ

流
れ
で
体
験
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考

え
さ
せ
た
企
画
会
議
で
は
ラ
グ
ビ
ー

部
の
部
員
よ
り
も
力
持
ち
の
女
子
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
話
や
、
け
が
か
ら
復
帰

し
て
活
躍
す
る
選
手
の
話
な
ど
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

　

模
擬
取
材
で
は
、
桐
生
祥よ

し
ひ
で秀
選
手

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
陸
上
１
０
０
ｍ

で
優
勝
し
た
直
後
に
行
わ
れ
た
記
者

会
見
を
想
定
。
桐
生
選
手
役
の
記
者

に
、
高
校
生
か
ら
「
決
勝
を
走
る
と

き
に
心
が
け
た
こ
と
は
な
に
か
」
や

「
普
段
は
ど
う
い
う
練
習
を
し
て
い

る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
次
々
に
出

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
見
の
内
容
を

も
と
に
記
事
を
作
成
し
た
。

　

紙
面
制
作
体
験
で
は
、
桐
生
選
手

の
話
を
ト
ッ
プ
記
事
と
し
、
グ
ル
ー

プ
で
考
え
た
企
画
を
加
え
て
、
Ａ
３

判
の
紙
に
見
出
し
や
写
真
を
レ
イ
ア

ウ
ト
。
そ
の
成
果
を
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
発
表
し
た
。

　

片
岡
専
門
委
員
は
「
短
時
間
に
記

事
を
立
派
に
ま
と
め
ら
れ
る
能
力
の

高
さ
に
驚
い
た
。
今
日
の
体
験
を
生

か
し
て
、
素
晴
ら
し
い
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
新
聞
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
め

く
く
っ
た
。

奈
良
で
新
聞
制
作
講
習
会

特別授業「高校生のための『総合商社』講座」

環
境
、貧
困
問
題
の
解
決
も

　

三
浦
学
苑
高
校
（
神
奈
川
県
横
須

賀
市
）
の
生
徒
が
６
月
８
日
、
丸
紅

本
社
（
東
京
・
大
手
町
）
を
訪
れ
、

特
別
授
業
「
高
校
生
の
た
め
の
『
総

合
商
社
』
講
座
」
を
受
け
た
。

　

会
社
訪
問
し
た
の
は
、
高
校
１
年

の
男
女
24
人
。
講
師
は
、
丸
紅
広
報

部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
地
球
環
境
室
頓と

ん
し
ょ所
明
彦

室
長
と
高
橋
景
子
さ
ん
の
二
人
が
務

め
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
商
社
の
仕
事
に
つ

い
て
、「
現
在
は
モ
ノ
を
輸
出
入
す

る
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
で
様
々
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
、
丸
紅
が
関
与
す
る
身
近
な

商
品
と
し
て
、
穀
物
、
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
、
お
菓
子
、
タ

イ
ヤ
、
漫
画
雑
誌
な
ど
の
サ
ン
プ
ル

を
披
露
。
さ
ら
に
、
航
空
機
の
リ
ー

ス
、
発
電
所
や
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

の
建
設
・
運
営
、
風
力
や
太
陽
光
を

使
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
を
手
が
け
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

頓
所
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
な
責
任
）
と
し

て
、
水
資
源
や
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

貧
困
、
労
働
と
い
っ
た
諸
問
題
の
解

決
に
事
業
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
説
明
。
具
体
例
と
し
て
、
ア
フ

リ
カ
の
ア
ン
ゴ
ラ
に
繊
維
工
場
を
造

り
、
現
地
の
雇
用
を
創
出
し
て
い
る

事
業
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
頓
所
さ
ん
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
駐
在
経
験
を
紹
介
。
生
徒
か

ら
「
海
外
に
出
る
た
め
に
何
を
し
た

ら
い
い
で
す
か
」
と
質
問
を
受
け
る

と
、「
高
校
や
大
学
で
外
国
人
と
話

す
機
会
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
価
値
観

以
外
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
面
白
い
。

い
ろ
ん
な
も
の
に
対
し
て
興
味
を

持
っ
て
取
り
組
む
と
い
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

　

生
徒
を
引
率
し
た
野
桜
慎
二
・
学

習
進
路
指
導
部
長
は
「
商
社
の
仕
事

が
具
体
的
に
学
べ
て
良
か
っ
た
。
今

後
も
企
業
を
訪
問
し
、
生
徒
た
ち
に

視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

弁当容器の原料も丸紅の商品と話す高橋さん（右）

三浦学苑 ×丸紅



　

第
一
生
命
保
険
に
よ
る
出
前
授
業

が
６
月
５
日
、
東
京
都
大
田
区
の
都

立
雪
谷
高
校
で
開
か
れ
た
。
同
社
Ｄ

Ｓ
Ｒ
品
質
推
進
部
の
田
中
謙
二
次
長

が
講
師
と
な
り
、
３
年
生
約
40
人
が

公
民
科
（
政
治
・
経
済
）
の
授
業
の

一
環
と
し
て
参
加
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
３
～
４
人
が
１
グ

ル
ー
プ
と
な
り
、
同
社
が
消
費
者
教

育
用
に
開
発
し
た
す
ご
ろ
く
形
式
の

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

ゲ
ー
ム
Ⅱ
」
に
取
り
組
ん
だ
。

都
立
雪
谷
高

×
第
一
生
命

相
模
女
子
大
高
×
読
売
新
聞

東
京
家
政
大

×
日
本
電
機
工
業
会

楽
し
く
電
気
を
学
習

第一生命保険の『ライフサイクルゲームⅡ』に取り
組む都立雪谷高校の生徒

オリジナルの実験道具を使い、電気について学ぶ学
生たち

　

同
ゲ
ー
ム
は
、
就
職
、
結
婚
、
住

宅
購
入
と
い
っ
た
人
生
の
節
目
や
、

病
気
や
け
が
、
消
費
者
被
害
な
ど
の

出
来
事
を
ボ
ー
ド
上
で
疑
似
体
験
し

な
が
ら
、
人
生
設
計
や
リ
ス
ク
回
避

に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
田
中
次
長
は
、

結
婚
の
平
均
年
齢
や
式
の
費
用
、
借

金
の
現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
分

の
人
生
を
自
分
で
設
計
し
て
い
く
大

切
さ
を
強
調
し
た
。

　

参
加
し
た
樋ひ

わ
た
し渡
菜
月
さ
ん
は

　

電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
１
７
７
社
が

加
盟
す
る
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
）
が
５
月
18
日
、
東
京
家
政
大

学
で
「
理
科
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
同
大
の
３
年
生

52
人
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
は
加
盟
企
業

の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
安
川
電
機
の
技

師
ら
13
人
が
講
師
や
実
験
補
助
と
し

て
参
加
。
電
流
や
電
圧
、
抵
抗
の
関

係
が
ひ
と
め
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
実
験
道
具
を

使
っ
て
、
学
生
た
ち
自
身
が
実
験
に

挑
戦
、
電
気
の
基
本
的
な
性
質
や
、

暮
ら
し
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
「
電
気
は
苦
手
」
と
話
し
て
い
た

学
生
た
ち
も
、
実
験
を
重
ね
る
中
で

興
味
を
覚
え
た
よ
う
で
、「
テ
キ
ス

ト
だ
け
の
学
習
よ
り
、
体
験
の
ほ
う

が
断
然
面
白
い
。
い
つ
か
小
学
校
で

こ
ん
な
授
業
を
し
て
み
た
い
」
と
斎

藤
優
紀
さ
ん（
20
）は
声
を
弾
ま
せ
た
。

　

同
大
の
教
員
養
成
課
程
を
担
当
す

る
林
四
郎
准
教
授
（
67
）
は
、「
現

場
で
ほ
し
い
の
は
、
科
学
的
思
考
力

を
持
っ
た
教
員
。
考
え
て
試
し
て
ま

た
考
え
る
思
考
回
路
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

相
模
原
市
南
区
の
相
模
女
子
大
学

高
等
部
で
5
月
30
日
、
読
売
新
聞
の

平
山
綾
子
・
英
字
新
聞
記
者
が
出
前

授
業
を
行
い
、
1
年
生
32
人
に
英
字

新
聞
の
読
み
方
や
記
者
の
仕
事
に
つ

い
て
語
っ
た
。

　

教
材
に
し
た
読
売
新
聞
の
英
字
紙

ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
の
こ
の
日
の

1
面
ト
ッ
プ
は
、
口く

ち
の
え永
良ら

ぶ部
島じ

ま

噴
火

の
ニ
ュ
ー
ス
。
前
日
、
出
勤
直
後
に

噴
火
が
起
き
、
日
本
語
か
ら
英
語
へ

の
翻
訳
に
大
急
ぎ
で
取
り
組
ん
だ
と

い
う
。
ま
た
、
英
字
新
聞
の
見
出
し

の
読
み
方
を
、
ク
イ
ズ
を
ま
じ
え
て

解
説
し
た
。

　

一
方
で
、
自
身
が
中
学
時
代
に
米

国
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
ン

に
な
り
、
歌
詞
を
書
き
写
し
て
訳
し

た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
英
語
が
得

意
科
目
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
披
露
。
印
象
深
い
取
材
と
し

て
、
日
本
の
伝
統
工
芸
に
取
り
組
む

外
国
人
を
紹
介
し
た
連
載
を
挙
げ

た
。
最
後
に
、
生
徒
た
ち
が
記
者
に

な
っ
て
取
材
体
験
も
行
っ
た
。

　

授
業
後
、
鈴
木
智と

も

弓み

さ
ん
（
15
）

は
「
英
字
新
聞
に
触
れ
た
の
は
初
め

て
。
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
見

出
し
の
時
制
の
特
徴
や
単
語
の
使
い

方
を
知
っ
て
、
興
味
が
わ
い
た
」
と

話
し
、
寺
尾
宥ゆ

う

香か

さ
ん
（
15
）
は
「
日

本
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
べ
る

学
科
が
少
な
い
の
で
米
国
に
留
学
し

た
と
聞
き
、
い
ろ
い
ろ
な
進
路
選
択

が
あ
る
と
気
づ
い
た
」
と
感
想
を

語
っ
た
。

「
ゲ
ー
ム
で
は
保
険
に
未
加
入
の
た

め
大
変
な
目
に
遭
い
、
保
険
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
。
ま
た
結
婚
に
は
意

外
に
お
金
が
か
か
る
の
で
、
た
め
て

お
か
な
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

62015.6

Yomiuri Education Network

学校×企業

The Japan News を手に説明する平山綾子
英字新聞記者

人
生
設
計
の
大
切
さ
学
ぶ

英
字
新
聞
の
読
み
方
を
解
説
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お知らせ・短信

　小中学生の子どもたちとその家
族を主な対象にした、楽しく学べ
る参加体験型イベント「丸の内
キッズジャンボリー 2015 ～セレク
ション開催～」（主催：東京国際
フォーラム、共催：読売新聞東京
本社）が 8 月 12 日から 14 日まで
東京都千代田区の東京国際フォー
ラムで開催されます。東京国際
フォーラム開館 10 周年記念事業としてスタートし、子どもたちの好奇心を刺激、
世界を広げる夏の一大イベントで、今年で 9 回目を迎えます。
　子どもたちが実際に体験できるワークショップ形式の紙巻き色鉛筆づくりや、
味噌（みそ）の食べ比べ教室のほか、大学教授による夏の特別授業など、多
彩な催しが展開されます。また、人気の「丸の内キッズジャンボリー新聞社」
では、プロの記者から新聞作りの極意を学び、キッズジャンボリー特別号を制
作、出来上がった新聞は会場内で貼り出されます。夏休みの宿題に役立つヒ
ントも豊富です。
　いずれも午前 10 時から午後 5 時で、参加費は無料ですが、一部プログラ
ムには、事前の申し込みや当日の整理券が必要になります。詳細は HP（http://
www.tif-kids.jp/2015/）でご覧頂けます。（一部、材料費がかかります）
　問い合わせは、丸の内キッズジャンボリー事務局（☎ 03・5221・9630）

第４回 全国学生英語プレゼンテーションコンテスト 応募開始
　英語で企画発表（プレゼンテーション）できる人材育成を目指す「全国学生英語プレゼンテーションコンテスト」（主
催・神田外語グループ、読売新聞社、後援・外務省、米国大使館など）の第 4 回大会が 11 月 28 日（土）、東京都
千代田区の神田外語学院およびよみうり大手町ホールで開かれます。対象は、全国の大学生、大学院生、短期大学生、高等専門学校生、
専門学校生です。テーマは、①地方創生につながる海外企業の誘致を提案！ ②日本の「最新技術」を世界に！ ③障害者スポーツの認知
度向上のための施策を提案！ ④ご当地グルメを世界の食に！―の 4 つです。
　審査員は、日本英語交流連盟会長で元駐カナダ大使の沼田貞昭氏ほかで、最優秀賞受賞者（1 人または 1 組）には、奨学金 100 万円
が授与され、読売新聞の英字新聞「ジャパン・ニューズ」が 6 か月間届けられます。応募締め切りは、個人の部 10 月 15 日、グループの
部 10 月 21 日です。応募は HP（http://www.kandagaigo.ac.jp/contest/）からお願いします。

第1回 「新聞検定」 ９月12日開催
　読売新聞は、学研グループ・市進教育グループと協力し、情報を読み解
く「メディア・リテラシー」の向上を目的とした「新聞検定」を今年初めて
１都３県で開催します。用意された特定の日の読売新聞を読みながら、
様々な問題を解く新しいスタイルの検定です。
　新聞から正解を導くことを通して、情報を正しく読み解く力、視野を広
げてものを見る力、自分の考えを正しく伝える力を養う新聞検定は、ネッ
ト社会だからこそ必要な「メディア・リテラシー」を鍛えてくれます。
　現在、専用ホームページを準備しています。詳細が決まりましたら改め
てお知らせします。

こども作文コンクール
応募開始

丸の内キッズジャンボリー2015
～セレクション開催～

　はたらく父・母への感謝の気持ち、あこがれの
仕事、夢の仕事への思いをつづるこども作文コン
クール「感謝の心を、未来につなぐ。」（主催：読
売新聞社、共催：一般財団法人あんしん財団）の
応募が始まりました。テーマは「①こどもたちから
はたらく父・母へ、感謝の気持ち」「②あこがれの
仕事、夢の仕事」の二つです。小学 1・2 年、3・
4 年、5・6 年の 3 部門に分けて審査を行い、大賞

（3 人）には賞状と図書カード 5 万円分の副賞が
贈られます。お問い合わせは、こども作文コンクー
ル事務局（☎ 03・6712・5021）。

　海外子女教育振興財団は海外に滞在している児童・生
徒とその保護者を対象に帰国後の進学に関する「帰国生
のための学校説明会・相談会」を 7 月に 3 回開催します。
説明会では、小学校から大学まで主な帰国生受け入れ校
の担当者が各校の指導方針、選考方法について説明す
るほか、質問に答えます。申し込みは HP（http://www.
joes.or.jp/kokunai_setsumeikai/index.html）の申し込み
フォームから。問い合わせは同財団国内説明会担当（☎
03・4330・1349）。開催の詳細は以下の通りです。

東京会場 	● 7 月 31 日（金）12：00 ～ 16：00
                       　場所：都立産業貿易センター浜松町館（港区海岸）
大阪会場 	● 7 月 25 日（土）13：00 ～ 15：30
                       　場所：毎日新聞ビル（大阪市北区）
名古屋会場	● 7 月 21 日（火）12：00 ～ 15：30
                       　場所：愛知県産業労働センターウインクあいち
                       　（名古屋市中村区）

帰国生のための
学校説明会・相談会

【実施日時】	９月12日（土）
【検定料】	無料
【主催】	読売新聞東京本社
【共催】	学研グループ、市進教育グループ
【会場】東京、千葉、埼玉、茨城の学研グ

ループ、市進教育グループの各塾など
【検定内容】▽新聞から情報を正しく読

み解く力▽視野を広げてものを見る力

▽自分の考えを正しく伝える力
【部門】「初級」（小４～６年生向け、検

定時間50分）と、「中級」（中学生以上向
け、検定時間50分）
※問題用紙と新聞は持ち帰れます
※親子で受験出来る会場があります
※上記内容は一部変更される場合が
あります

昨年のジャンボリーで行われた「味噌の食べ比べ教
室」の様子

【規　定】
400字詰め原稿用紙3枚（1200字）以内
【応募先】
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前5-42-13
 　TAKIビル表参道1階　こども作文コンクール
　「感謝の心を、未来につなぐ。」  事務局Y係
※住所、氏名、年齢（生年月日）、性別、学校名・学年、
電話番号を明記。締め切りは9月10日（消印有効）
【発　表】10月中旬ごろ事務局から直接ご連絡いた
します。10月31日（土）東京都内にて授賞式
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島袋稜士さん（本人提供）

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002154312
でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロー
シップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フェロー
シップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。
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　2014～15年の年末年始に実施した英字新聞ジャパン・ニューズの
「翻訳コンテスト 高校生特集」を高校生の夏休み期間に合わせて開

催します。今回は前回と違って「英文和訳」を課題とし、応募期間も前
回の倍となる約1か月間を設定しました。
　7月10日付の紙面に問題文を掲載後、募集を開始します。7月24日付
でも同じ課題文を掲載します。締め切りは8月上旬です。9月4日に紙上
で優秀者などを発表した上、講評を掲載いたします。詳しくは7月10日
付の語学学習面 LearningLab をご覧ください。
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